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那
珂
町 

（昭和30年）　　◎７町村が合併して那珂町が誕生　 
　昭和30年に、神崎村・額田村・菅谷町・五台村・戸多村・芳野村・木崎村の７町村が合併し
て那珂町が誕生しました。 
　那珂町の町名は、那珂郡の中央に位置し、郡内最大規模の自治体となることを想定して選定
したそうです。 
　合併当時の議会は、７町村の112人の議員で議会が開催されました。菅谷小学校の講堂が議
場となりました。 
　合併当時の人口等は、約31,500人、約6,000世帯。 
　一般会計当初予算は、7,213万円（うち議会費219万円）。 

（昭和31年）　　◎議会議員定数は法定数の30人 
　初の議会議員選挙では、地方自治法の法定数30人の議員が当選しました。 

（昭和47年）　　◎議会議員定数を26人に減員 
　議員定数を法定数の30人から４人減員して26
人としました。 

（平成元年）　    ◎那珂町の新庁舎が完成 
　平成元年9月に那珂町の新庁舎が完成しました。
新しい議場で議会が開かれました。 

（平成17年）　　◎那珂町から那珂市へ 
　平成17年１月21日　那珂市がスタート。 
　人口は、約57,000人。世帯数は約19,500世帯。 
　議員定数は26人（在任特例期間は38人）。 

▲旧那珂町役場庁舎（昭和６３年頃） 

那
珂
市
議
会
の 

◎那珂市議会は、那珂市役所で開催 
　議会は、住民の代表である議員が市政について重要な案件を審議する場所です。 
　那珂市議会のすべての会議は、那珂市役所の２階の議会棟で開催されます。 

◎那珂市議会は年に４回開催します 
　那珂市議会の定例議会は、３月、６月、９月、12月に開催します。議会の開催予定日は、約１ヶ月前に決まり
ます。傍聴される方は、議会事務局までお問い合わせ下さい。 

◎暫定期間は、38人の議員による議会です 
　那珂市議会議員は、旧那珂町の議員26人と、合併による在任特例により旧瓜連町議員12人が加わり、38人と
なります。この38人による議会運営は、那珂市議会議員の任期満了の平成20年３月９日までとなります。 

◎那珂市の議員定数は26人です 
　地方自治法では、那珂市議会議員の上限定数は30人となります。那珂市の条例定数は、那珂町の条例定数26
人を引き継いでおり、地方自治法の上限定数より４人少ない定数となっています。 

那珂市議会へ 

の意志決定機関 

那珂市 議会だより ２



瓜
連
町 

◎新瓜連町誕生 （昭和30年） 

　昭和の大合併により、瓜連町と静村の一部が
合併し、昭和30年に新瓜連町が誕生しました。
その後、昭和32年には、那珂町の鹿島の一部
を編入して瓜連町が形成されました。 
　また、議会議員は、旧瓜連町が12人、静村
が７人で19人の議会が開催されました。 
　合併時の人口は約7,000人、約1,300世帯。 

◎瓜連町議会議員は法定数の14人 （昭和31年） 

　昭和31年１月の議会議員選挙で、自治法の
法定数の14人が当選しました。 

◎瓜連町議会議員定数を12人に　 （昭和59年） 
　昭和59年１月の議会議員選挙より、議員定
数を２名減の12人としました。 

◎新しい瓜連町議会議場が完成 （昭和60年） 

　昭和60年６月に瓜連町の新庁舎が完成しました。議会議場も新設されました。 

◎那珂町と瓜連町が合併へ （平成17年） 

　平成の大合併の中で、約50年にわたる町制を閉じ、那珂町と合併の運びとなりました。 
　瓜連町議会議員12人は、在任特例により那珂市議会議員として任期まで約３年間在職します。 

　
概
要
と
施
設 

◎那珂市議会の施設を一部改修しました 
　那珂市議会の議員は、暫定的に12名増の38名となります。その
ため、議場等の施設を一部改修して議員増に対応しました。 
　議員席の前列の机は、瓜連町議会で使用していたものを運んで設
置しました。イスは、事務用のものを購入し、将来、再利用できる
ものとしました。また、増設した席のマイク等の設置も行いました。 
　他の会議室は、会議人数が増加するため窮屈になりますが、その
ままで利用します。 

▲議会議場（収容約117名） 
　議場は、議員席38席、執行部席26席、書記席が２席です。また、
傍聴席は、一般席が44席、報道者席が７席です。 
　議会の本会議は公開しておりますので、ぜひ傍聴においでください。 

　議員38人全員が協議会等を行う場合や、
各常任委員会、予算・決算特別委員会など
がこの会議室で行われます。 

▲全員協議会室（収容約50名） 

　議会運営委員会（14人）や広報編集委員
会など、少人数の会議を行います。 

▲旧瓜連町役場庁舎（昭和５９年頃） 

▲第１委員会室（収容約20名） 

町議会から 那珂

議会は市政の意

３ 那珂市 議会だより
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市
民
の
皆
様
に
は
、
那
珂
市
誕
生
に
際
し
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

将
来
の
輝
か
し
い
那
珂
市
発
展
の
た
め
の
基
礎
づ
く
り
を

進
め
る
重
要
な
時
期
を
迎
え
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。
今
日
の
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
・

高
齢
化
の
進
行
を
は
じ
め
地
方
分
権
の
推
進
や
行
財
政
改
革

な
ど
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
解
決
の
た

め
、
行
財
政
基
盤
づ
く
り
や
効
率
的
な
行
政
運
営
な
ど
積
極

的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
住
民
主
体
を
基
本
に
、
市
行
政
に
対
し
提
言
を
行
う
と

と
も
に
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
し
て
全
力
を
傾
注
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
日
ま
で
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
市
民
の
皆
様
と

と
も
に
那
珂
市
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

輝
か
し
い
那
珂
市
発
展
の
た
め
の

基
礎
づ
く
り
を
進
展

 福  田  　  耕  四  郎 
ふく だ 　 こう し ろう

福田３５９－３

�２９５－１６１６

那珂市議会議長

　

那
珂
、
瓜
連
二
町
に
よ
る
合
併
に
よ
り
、
２
０
０
５
年
、

１
月　

日
、
那
珂
市
誕
生
と
な
り
ま
し
た
。

２１

　

市
制
施
行
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
引
き
出
し
て
市
政

運
営
を
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
思
い
は
住
民
の
皆
様
よ
り
日

増
し
に
高
ま
っ
て
お
る
感
が
い
た
し
ま
す
。
地
方
財
政
が
逼

迫
し
て
お
る
中
、
国
が
推
進
中
で
あ
る
三
位
一
体
改
革
は
道

半
ば
で
あ
り
ま
す
。
議
会
と
し
て
は
、
住
民
の
皆
様
の
要
望

に
で
き
る
だ
け
応
え
る
べ
く
速
や
か
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
斬

新
な
提
案
、
提
言
を
今
ま
で
以
上
に
行
政
に
働
き
か
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
激
化
が
予
想
さ
れ
る

地
域
間
競
争
で
勝
ち
残
る
那
珂
市
を
目
ざ
す
べ
く
身
を
ひ
き

し
め
て
職
務
を
全
う
し
た
い
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の

皆
々
様
の
更
な
る
御
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。 地

域
間
競
争
で
勝
ち
残
る自

治
体
創
造
を

 助  川  　  則  夫 
すけ がわ 　 のり お

戸３０４４－１

�２９７－０８１８

那珂市議会副議長
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（平成１７年１月２１日、那珂市開市式　左から、助役、特別参与、市長、議長、副議長）
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新
し
い
市
の
誕
生
、
心
か
ら
御
祝
い
申
し

あ
げ
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
の
市
政
に
、
皆

さ
ん
の
声
を
大
切
に
、
何
ご
と
に
も
情
熱
を

か
た
む
け
、
諸
策
実
現
に
む
か
っ
て
、
全
力

を
つ
く
す
所
存
で
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

御
支
援
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
市
へ
の
抱
負

 寺  門  　 
てら かど 　

 近 
ちかし

下大賀１２９６－２

�２９６－１０４０

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
政
基
盤
の
確

立
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
安
全
で
住

み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
な
ど
の
課
題
を
抱

え
、
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
の
声
を
も
と
に
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

 蝦  名  　  純  子 
えび な 　 すみ こ

平野１８００－３８５

�２９６－３１６２

　

国
の
時
局
に
鑑
み
て
、
合
併
は
す
る
し
か

な
か
っ
た
と
思
う
。
要
は
、
こ
れ
か
ら
市
民

市
役
所
、
市
議
会
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
民

主
主
義
の
も
と
に
、「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」

と
い
う
結
果
を
出
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思

う
。
全
地
域
へ
の
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
政

は
良
く
心
得
、
遂
行
す
る
こ
と
。

「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」

那
珂
市
を
創
ろ
う

 中  村  　  惠  子 
なか むら 　 けい こ

菅谷４３９９－１

�２９８－１９８１

　

新
市
の
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

各
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
期
待
い
た
し
ま

す
。
地
域
の
個
性
を
活
か
し
、
住
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
皆
様
の
声

を
議
会
へ
届
け
、
よ
り
よ
い
施
策
の
提
言

と
、
実
現
の
た
め
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

住
民
が
主
役
・
住
民
参
加
の

「
ま
ち
づ
く
り
」

 勝  村  　  晃  夫 
かつ むら 　 あき お

古徳６５２－７

�２９６－３７７１

������������������������������
������������������		

����

　平成１７年１月２１日に那珂市が誕生しました。
　那珂市議会は、旧那珂町議会議員２６名に、旧瓜連町議会議員１２名が加わり、
合計３８名の議員による議会となります。
　この３８名の議会は、合併による在任特例措置の期限となる現在の那珂市議会
議員任期満了の平成２０年３月９日までとなります。
　任期満了後の那珂市議会の議員定数は２６名です。これは、那珂町の議員定数
を引き継いだものです。
　任期満了までの間、３８名という多数の議会となりますが、議員の力を集結し
て、那珂市全体の均衡のとれた発展への基礎をしっかりと固めていきたいと考
えております。
　那珂市民の皆様に、３８名の議員を紹介します。
　（議席番号順、写真の下は、氏名・住所・電話番号）
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発
足
し
た
那
珂
市
、
他
の
市
町
村
に
は
見

ら
れ
な
い
「
輝
き
の
あ
る
街
」
を
創
ろ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

最
初
は
小
さ
な
光
で

も
い
い
、
そ
し
て
皆
さ
ん
と
共
に
、
こ
の
小

さ
な
光
を
大
き
く
育
て
た
い
。　

身
近
な
問

題
の
解
決
や
将
来
を
担
う
子
供
達
に
と
っ
て

良
い
街
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

情
熱
と
行
動
で那

珂
市
に
新
風
を
！

 根  本 　 慎  一 
ね もと しん いち

額田南郷７４６－３

�２９８－６１４１

　

各
自
治
体
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
慣
習
と
独

自
の
文
化
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
那
珂
町
と

瓜
連
町
が
合
併
し
那
珂
市
と
な
り
ま
し
た
。

二
つ
の
地
域
の
融
和
融
合
が
円
滑
に
遂
行
す

る
様
、
懸
命
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。
私
の

使
命
は
、
皆
様
の
要
望
を
行
政
に
反
映
実
現

さ
せ
る
事
。
な
ん
な
り
と
お
申
し
付
下
さ
い
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

私
は
皆
様
の
御
用
聞
き

 海  野 　
うみ の

 徹 
とおる

北酒出１３９

�２９５－１７２１

　

那
珂
市
と
し
て
の
新
し
い
街
づ
く
り
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
社
会
!　

子
供
達
の
豊
か
な
心
づ
く
り
!

地
元
産
業
に
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
!　

今
こ

そ
、
新
時
代
の
は
じ
ま
り
で
す
。
皆
さ
ん
と

は
だ
か
の
心
で
語
り
あ
い
、
そ
し
て
受
け
と

め
た
い
。
そ
れ
が
私
の
願
い
で
す
。

皆
様
の
お
声
を
聞
き
、

受
け
と
め
議
会
の
壇
上
へ

 君  嶋  　  寿  男 
きみ じま 　 とし お

下大賀９７９

�２９６－０６４２

　

那
珂
市
誕
生
は
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
は
①
住
民
の
利
便
性
の
向
上
②
サ
ー

ビ
ス
の
高
度
化
③
広
域
的
な
整
備
の
施
策
展

開
④
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
活
力
の
強

化
、
こ
の
た
め
行
政
と
住
民
が
相
互
連
携
し
無

駄
の
な
い
効
率
的
な
那
珂
市
に
し
た
い
。

新
市
に
は
、
使
命
感
を
持
っ
て

取
り
組
み
た
い

 小  田  倉  　  義  治 
お だ くら 　 よし はる

本米崎１３８２

�２９８－０６５１

　

新
し
い
時
代
の
幕
明
け
は
経
済
不
況
、
少

子
高
齢
化
な
ど
か
つ
て
な
い
逆
風
の
中
で
迎

え
ま
し
た
。
し
か
し
北
風
の
中
に
も
春
は
来

ま
す
。
気
付
い
て
下
さ
い
。
身
近
に
市
政
の

基
本
が
あ
り
ま
す
。
新
生
那
珂
市
の
中
で
、

来
る
次
の
合
併
に
向
け
て
、
誇
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
皆
様
と
一
緒
に
取
組
む
覚
悟
で
す
。

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
を

民
度
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い 静１２０４

�２９６－１８６５

　
　

年
に
渡
る
那
珂
町
、
瓜
連
町
の
歴
史
に

５０
幕
が
下
が
り
、
新
市
、
那
珂
市
が
誕
生
し
ま

し
た
。
両
町
民
新
市
民
の
皆
様
と
共
に
祝
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
険
し
い
財
政
下
の
中
で

す
が
、
財
政
の
健
全
化
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

向
け
、
市
民
皆
様
の
御
協
力
を
得
な
が
ら
全

力
で
市
議
会
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

那
珂
市
誕
生
に
よ
せ
て

鹿島１７１５

�２９８－５０３９

　

合
併
後
の
、
両
町
の
調
和
の
取
れ
た
均
衡

あ
る
町
づ
く
り
を
、
住
民
参
加
の
も
と
、
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、
考
え
て
い
ま
す
。

　

活
力
あ
る
町
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
特
に
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
に
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

町
民
と
行
政
を
結
ぶ
力
に

 和  田  　  勝  一 
わ だ 　 かつ いち

瓜連１３６３－４

�２９６－１２８２

　

那
珂
市
誕
生
と
い
う
新
し
い
時
代
に
向
け

て
、
夢
は
限
り
無
い
元
気
で
思
い
や
り
の
あ

る
那
珂
地
区
を
実
現
す
る
た
め　
　

子
供
も

（一）

お
年
寄
り
も
安
全
で
い
き
い
き
と
く
ら
せ
る

社
会
を
め
ざ
し　
　

地
域
の
経
済
が
活
性
化

（一）

し
て
働
く
場
所
が
拡
が
る
よ
う
に
、
決
意
も

新
た
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

元
気
で
思
い
や
り
の
あ
る

那
珂
市
を
!! 鴻巣１３９２

�２９５－６０４８

　 　 　　　
ざき

 中 � 　  政  長 
なか 　 まさ なが

　 　 　　
さき

 先 � 　 
まっ 　

 光 
ひかる

 　 　　　　
たか

� 畑  　  道  英 
はた 　 みち え
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「
お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
皆
が
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
那
珂
市
づ
く
り
」
を
目
標

に
行
動
し
ま
す
。
少
子
化
対
策
や
教
育
体
制

の
充
実
・
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
な
が
ら

「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
今
後
共
、
皆
様
の
御
指

導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
若
さ
と
行
動
力
」
で

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
！

 遠  藤  　 
えん どう 　

 実 
まこと

菅谷１９４１－２２６

�２９５－７８２５

　

市
町
村
合
併
は
、
合
併
に
よ
っ
て
終
わ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
合
併
以

後
、
実
際
に
、
そ
の
地
域
が
ど
の
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

　

私
は
、
真
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー

に
市
民
の
皆
様
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
す
。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
、
全
力
傾
注

 笹  島  　 
ささ じま 　

 猛 
たけし

菅谷２６５３－２

�２９８－２２３２

　

新
市
の
建
設
計
画
、
組
織
、
機
構
の
基
、

那
珂
市
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
両
町
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
、
文
化
が
あ
り
、
そ
れ
ら

を
調
和
し
な
が
ら
の
町
づ
く
り
が
肝
要
と
な

り
ま
す
。
社
会
環
境
の
整
備
を
図
り
つ
つ
、

地
域
の
活
性
化
、
市
民
の
視
点
に
立
ち
、
安

心
で
安
全
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

新
生
、
那
珂
市
の
飛
躍
と

発
展
を
目
指
し
て

 間  宮  　 
ま みや 　

 一 
はじめ

飯田２８３７

�２９８－６６８０

　

合
併
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
行
方
を
、

心
配
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
私
は
、
市
民

か
ら
み
た
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活

用
し
、
行
財
政
運
営
の
効
率
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
個
性
・
特
性
を
活

か
し
て
、
住
民
意
識
の
一
体
感
を
深
め
、
市

民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り

 冨  山  　  俊  一 
とみ やま 　 とし いち

杉４２０

�２９８－１８２１

　

那
珂
市
誕
生
、
ご
同
慶
の
至
り
に
存
じ
あ

げ
ま
す
。　

こ
れ
か
ら
市
民
誰
も
が
等
し
く

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
新
市
建
設
を
話
し
合
い
、

つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

合
併
は
目
的
で
は
な
く
「
よ
く
な
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
最
良
の
手
段
で
す
。
私
は
次
な

る
「
那
珂
台
地
は
ひ
と
つ
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

近
い
将
来
、

那
珂
台
地
は
ひ
と
つ
に
!!

 雨  川  　  和  幸 
あめ かわ 　 かず ゆき

堤９３

�２９８－６３７２

　

こ
の
た
び
、
那
珂
市
が
誕
生
す
る
こ
と
は

誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
方

自
治
発
展
の
た
め
、
決
意
を
新
た
に
、
住
み

よ
い
街
づ
く
り
、
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
そ

し
て
市
政
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
す

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

決
意
を
新
た
に
、

誠
心
誠
意
努
力  小  沼  　  博  恭 

お ぬま 　 ひろ やす

福田１７９３－４

�２９５－３３２４

　

那
珂
市
誕
生
を
、
新
市
民
と
な
ら
れ
た
皆

さ
ん
と
共
に
喜
び
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の

充
実
や
生
活
環
境
の
整
備
等
、
住
民
生
活
の

向
上
を
図
り
、
効
果
的
な
財
政
運
営
を
、
ど

の
様
に
進
め
て
行
く
の
か
、
新
市
の
更
な
る

発
展
を
、
期
待
し
、
皆
さ
ん
と
共
に
、
提
言

を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
る
く
住
み
よ
い

街
づ
く
り
を
、
目
指
し
て

 石  川  　  憲  男 
いし かわ 　 のり お

菅谷３１３７

�２９８－２３７８

　

那
珂
市
が
誕
生
し
て
、
瓜
連
町
議
会
か
ら

那
珂
市
議
会
に
移
行
し
地
域
の
声
を
市
政
に

反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。
合
併
協
議
で
の
経

過
措
置
、
要
望
事
項
又
は
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
等
、
一
体
化
醸
成
の
た
め
に
旧
両
町
の

協
調
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
役

割
に
微
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

新
・
ま
ち
づ
く
り
は
、

旧
両
町
の
協
調
が
不
可
欠

 荻  原  　  半  七 
おぎ わら 　 はん しち

平野１８００－２９１

�２９６－２５２１



那珂市 議会だより ８

　

良
好
な
住
環
境
づ
く
り
、
市
民
福
祉
向
上

の
増
進
な
ど
、
子
々
孫
々
に
受
け
継
が
れ
る

立
派
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
積
極
的
に
提
案
提

言
を
し
、
市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

頑
張
り
ま
す
。「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か

ら
も
住
み
た
い
、
心
の
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
全
力
を
傾
住
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
新
し
い
時
代
へ
�

那
珂
市
発
展
の
た
め
が
ん
ば
り
ま
す

 加  藤  　  直  行 
か とう 　 なお ゆき

菅谷４２９８

�２９８－２４３７

　

那
珂
市
の
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
内
外
共
に
厳
し
い
状
況
下
、
私
共
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
は
重
大
で
す
。
心
し
て
難
局

を
乗
り
越
え
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。
特

に
遅
れ
の
目
立
つ
高
速
北
西
地
域
の
進
展
策

を
課
題
と
し
て
、
均
衡
あ
る
市
勢
形
成
の
た

め
に
最
善
を
尽
く
し
た
い
。

那
珂
市
の
発
展
を
願
っ
て

 寺  門  　  和  雄 
てら かど 　 かず お

下大賀１２３４

�２９６－０５２２

　

那
珂
市
誕
生
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
分
権
、
三
位
一
体
の
構
造
改
革
と
、
地

方
自
治
の
、
大
き
な
転
換
の
時
期
で
す
。
住

民
の
声
が
行
政
に
反
映
で
き
る
、
市
全
体
が

一
体
感
の
あ
る
、
そ
し
て
「
合
併
」
し
て
よ

か
っ
た
と
実
感
の
で
き
る
「
市（
ま
ち
）」
づ

く
り
に
、
誠
意
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

那
珂
市
の
発
足
に
当
っ
て

 萩  野  谷  　  敏  一 
はぎ の や 　 とし いち

瓜連１５２６-１

�２９６－１０５２

　

那
珂
・
瓜
連
両
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
に

努
め
る
と
共
に
那
珂
市
は
那
珂
台
地
の
中
心

で
あ
る
の
で
常
陸
那
珂
港
・
県
都
水
戸
を
視

野
に
入
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
市
と
し
て
の
財
政

基
盤
の
確
立
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

尚
、
議
会
は
立
法
の
府
で
も
あ
る
の
で
こ

の
自
覚
を
も
っ
て
今
後
も
活
動
し
た
い
。

市
と
し
て
の財

政
基
盤
の
確
立
を

 岩  上  　  昌  和 
いわ かみ 　 まさ かず

古徳７０６

�２９６－０３１０

　

先
人
達
が
築
い
て
く
れ
た
歴
史
と
文
化
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
、
よ
り
高
度
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
取
り
組

み
福
祉
・
医
療
・
保
健
・
農
業
な
ど
に
力
を

入
れ
ま
す
。
又
、
人
権
教
育
を
基
盤
と
し
た

人
づ
く
り
を
更
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

行
財
政
基
盤
の
強
化
を

 石  川  　  利  秋 
いし かわ 　 とし あき

菅谷４１１５－１

�２９８－２００２

　

平
成
大
合
併
、
瓜
連
町
那
珂
町
の
合
併
に

よ
り
那
珂
市
誕
生
、
地
方
分
権
の
進
む
中
、

地
方
自
治
の
将
来
の
方
向
性
を
見
極
め
、
先

人
達
の
築
い
て
来
ら
れ
た
、
歴
史
文
化
自
然

を
大
事
に
調
和
の
と
れ
た
新
市
に
ふ
さ
わ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
提
案
提
言
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
市
の
調
和
の
と
れ
た
、

ま
ち
づ
く
り
を

 須  藤  　  博 
す どう 　 はく

津田２６４７－２

�２９８－５５７１

　

市
町
村
合
併
を
推
進
す
る
国
・
地
方
自
治

体
は
「
合
併
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、
負

担
は
軽
く
な
る
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
那
珂
市
は
今
年
四
月
か
ら
国
民
健

康
保
険
税
を
引
き
上
げ
ま
す
。
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
通
り
「
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、
負
担
は

軽
く
」
を
求
め
て
力
一
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
は
高
く負

担
は
軽
く  木  村  　  静  枝 

き むら 　 しず え

菅谷４４９４－１

�２９８－２０６４

　

那
珂
市
の
誕
生
を
迎
え
、
中
央
集
権
か
ら

地
方
分
権
の
移
行
、
そ
し
て
少
子
高
齢
社
会

の
到
来
な
ど
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
は
非
常
に
厳
し
い
中
、
各
種
施
策
実
現
の

た
め
、
皆
様
と
の
対
話
を
も
と
に
、
地
域
特
性

を
生
か
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
積
極
的
に
提
案
、
提
言
し
て
参
り
ま
す
。

飛
躍
す
る
新
た
な
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

 内  山  　  さ  き  子 
うち やま 　 　 　 こ

後台１２５６－２

�２９８－０７２１
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市
制
施
行
に
伴
い
地
方
自
治
組
織
を
導
入

し
、
三
位
一
体
の
改
革
、
行
政
改
革
、
財
政
基

盤
の
確
立
、
５
万
余
市
民
の
負
託
に
応
え
地

方
自
治
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め

積
極
的
な
政
策
を
提
言
し
て
新
た
な
、「
ま
ち

づ
く
り
」
に
努
力
す
る
決
意
で
す
。
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
制
施
行
の
構
築

 會  澤  　 
あい ざわ 　

 明 
あきら

後台２６４３

�２９８－０２６３

　

新
生
那
珂
市
の
誕
生
を
祝
し
、
決
意
新
た

に
、
地
方
の
時
代
に
応
え
る
「
調
和
の
と
れ

た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
住

民
の
視
点
か
ら
、
皆
様
が
安
心
で
き
る
福
祉

の
充
実
、
教
育
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、

重
要
施
策
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
て
取
り
く

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

調
和
の
と
れ
た

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

 車 
くるま

 田 　 一  嗣 
だ いち つぐ

後台２５８１

�２９８－１２７１

　

地
方
分
権
の
も
と
、
住
民
の
代
表
者
と
し

て
の
立
場
を
自
覚
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
見
定

め
る
と
同
時
に
、
地
域
格
差
の
な
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
諸
問
題
に
対
し
て
積
極
的
に

提
言
・
提
案
し
て
住
民
負
託
に
応
え
て
参
り

ま
す
。
尚
、
提
言
し
ま
し
た
政
治
倫
理
条
例

は
、　

月
議
会
に
お
い
て
制
定
し
ま
し
た
。

１２
改
革
、
効
率
化
、
住
民
意
向
を

重
視
し
た
町
づ
く
り

 中  村  　  健 
なか むら 　 けん

中台４４２

�２９８－４３５４

　

新
し
い
議
会
に
席
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
井
の
蛙
が
大
海
に
旅
立
つ
心
境
で
も

あ
り
ま
す
。
合
併
新
市
の
目
ざ
す
と
こ
ろ
は

「
田
園
都
市
型
」と
も
云
う
べ
き
か
！　

と
に

か
く
心
機
一
転
議
会
に
溶
け
込
む
こ
と
を
念

頭
に
新
生
那
珂
市
の
総
合
基
本
計
画
が
順
調

に
推
進
さ
れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

大
い
な
る
希
望
を
持
っ
て
！  秋  山  　 

あき やま 　

 一 
はじめ

下大賀１１０４－１

�２９６－０８８０

　

新
し
い
「
那
珂
市
」
に
な
り
、
地
域
の
声

を
行
政
に
働
き
か
け
、
住
民
と
一
体
と
な
っ

て
、
住
み
よ
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁

進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
地
方
分
権
の
時
代
、
議
員
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
は
重
大
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
初
心
に
返
り
全
う
す
る
所
存
で
す
。

平
成
の
合
併
を
期
に
、

住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
！

 木  内  　 
き うち 　

 良 
りょう

 平 
へい

中里１３８

�２９６－１１８１

　

新
市
誕
生
に
あ
た
り
、
私
は
次
の
世
代
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
幼
児
期
に
お
け
る
子
供
た
ち
と
、

そ
れ
を
育
て
る
親
た
ち
に
、
教
育
と
保
育
の

場
を
提
供
す
る
た
め
、
幼
稚
園
と
保
育
所
を

一
つ
に
し
た
新
た
な
育
児
施
設
を
つ
く
る
こ

と
に
全
力
を
つ
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

那
珂
市
誕
生
を
迎
え

 渡  邊  　  勝  一 
わた なべ 　 かつ いち

中台７３９

�２９８－１３５０

　

那
珂
市
が
誕
生
し
た
が
、
合
併
前
の
両
町

を
比
較
し
て
み
る
と
幾
つ
か
の
相
違
点
が
見

ら
れ
る
。
そ
れ
を
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら

調
和
の
取
れ
た
融
合
を
図
る
こ
と
が
、
新
し

い
市
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
重
要
な
課
題
と

な
る
。
そ
れ
を
克
服
し
、
市
民
と
一
体
と

な
っ
て
、
新
市
発
展
に
努
力
し
た
い
。

調
和
の
取
れ
た
市
政
の
実
現
を

 會  澤  　  貞  美 
あい ざわ 　 さだ み

鴻巣１４３６

�２９８－０１０８

　

こ
の
度
那
珂
町
と
瓜
連
町
が
合
併
し
五
万

六
千
余
り
の
那
珂
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
後
那
珂
市
に
お
い
て
も
景
気
の
低
迷
、

財
政
基
盤
の
確
立
、
規
制
緩
和
、
合
併
特
例

債
を
利
用
し
た
事
業
計
画
な
ど
、
諸
問
題
の

解
決
に
市
民
の
皆
様
の
要
望
等
を
頂
き
な
が

ら
、
真
摯
に
努
力
を
致
し
ま
す
。

住
み
良
い
那
珂
市
を

作
る
た
め
に
努
力

 海  野  　 
うみ の 　

 進 
すすむ

後台２９１７

�２９８－６４４８



那珂市 議会だより １０

議会構成名簿（H１７.２.２現在）
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　第１回定例会は、下記日程（案）のとおり開
催する予定です。
　また、議事の都合により日程が変更となる
場合があります。日程の詳細については、議
会事務局までお問い合わせ下さい。

（�代表２９８－１１１１）
（�直通２９８－２４３０）

平成１７年第１回定例会

�������

議　事　予　定曜月  日

本会議 
　○開会 
　○委員長報告　 
　○請願・陳情の委員会付託
　○議案審議等

月３・７

本会議
　○議案審議等火　・８

予算特別委員会水　・９

予算特別委員会木　・１０

予算特別委員会金　・１１

総務常任委員会
経済常任委員会月　・１４

建設常任委員会
教育厚生常任委員会火　・１５

本会議（一般質問）水　・１６

本会議（一般質問）木　・１７

本会議（一般質問）金　・１８

本会議（一般質問）火　・２２

本会議
　○委員長報告
　○閉会

水　・２３

　市議会の本会議は誰でも傍聴できます。どう
ぞお気軽においでください。

◎議会を傍聴しましょう◎

●議長　福田　耕四郎 ●副議長　助川　則夫

　那珂市議会では４つの常任委員会があります。議員はいずれかの委
員会に所属します。各委員会はその委員会に属する市の事務に関する
調査を行い、議案や請願・陳情等を審議します。

常 任 委 員 会

■
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　

石
川　

憲
男

副
委
員
長　

根
本　

慎
一

委　

員　

蝦
名　

純
子

委　

員　

海
野　
　

徹

委　

員　

冨
山　

俊
一

委　

員　

小
沼　

博
恭

委　

員　

荻
原　

半
七

委　

員　

寺
門　

和
雄

委　

員　

須
藤　
　

博

■
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長　

雨
川　

和
幸

副
委
員
長　

遠
藤　
　

実

委　

員　

�
畑　

道
英

委　

員　

和
田　

勝
一

委　

員　

助
川　

則
夫

委　

員　

加
藤　

直
行

委　

員　

萩
野
谷
敏
一

委　

員　

海
野　
　

進

委　

員　

木
内　

良
平

委　

員　

會
澤　

貞
美

■
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

内
山
さ
き
子

副
委
員
長　

笹
島　
　

猛

委　

員　

寺
門　
　

近

委　

員　

福
田
耕
四
郎

委　

員　

中
�　

政
長

委　

員　

君
嶋　

寿
男

委　

員　

岩
上　

昌
和

委　

員　

石
川　

利
秋

委　

員　

車
田　

一
嗣

委　

員　

中
村　
　

健

■
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

間
宮　
　

一

副
委
員
長　

小
田
倉
義
治

委　

員　

勝
村　

晃
夫

委　

員　

中
村　

惠
子

委　

員　

先
�　
　

光

委　

員　

木
村　

静
枝

委　

員　

秋
山　
　

一

委　

員　

渡
邊　

勝
一

委　

員　

會
澤　
　

明

　議会運営、会議規則・委員会条例、議長の諮問などに関する調査を
行い、議案や請願・陳情等を審議します。

委
員
長　

小
沼　

博
恭

副
委
員
長　

遠
藤　
　

実

委　

員　

間
宮　
　

一

委　

員　

雨
川　

和
幸

委　

員　

石
川　

憲
男

委　

員　

寺
門　

和
雄

委　

員　

岩
上　

昌
和

委　

員　

内
山
さ
き
子

委　

員　

車
田　

一
嗣

委　

員　

秋
山　
　

一

委　

員　

渡
邊　

勝
一

委　

員　

木
内　

良
平

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集

等
に
つ
い
て
審
議
し
ま

す
。

委
員
長　

笹
島　
　

猛

副
委
員
長　

�
畑　

道
英

委　

員　

中
村　

惠
子

委　

員　

海
野　
　

徹

委　

員　

君
嶋　

寿
男

委　

員　

先
�　
　

光

　

原
子
力
関
連
の
安
全

対
策
等
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
、
調
査
・
審

議
す
る
特
別
委
員
会
が

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

広報編集委員会

議会運営委員会

原子力安全対策特別委員会

　

那
珂
市
と
な
っ
て
初
の

議
会
で
あ
る
第
１
回
臨
時

会
が
、
２
月
２
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
　

名
と
な
っ
た
議
員
の

３８
新
た
な
議
席
の
指
定
や
、

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

が
行
わ
れ
、
上
記
の
よ
う

に
各
議
員
の
所
属
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
案
件
は
、

合
併
に
伴
う
旧
瓜
連
町
・

那
珂
瓜
連
地
区
事
務
組
合

の
予
算
を
那
珂
市
に
編
入

す
る
た
め
の
一
般
会
計
を

始
め
各
種
会
計
の
補
正
予

算
等
の
専
決
処
分
の
報
告

な
ど　

件
で
す
。
議
会

１０

は
、
報
告
案
件
に
つ
い
て

す
べ
て
承
認
し
ま
し
た
。

那
珂
市
議
会
初
議
会

　

第
１
回
臨
時
会
を

２
月
２
日
に
開
会

専
決
処
分
の
報
告
な
ど

　

件
の
案
件
を
審
議

１０

議
席
の
指
定
や

常
任
委
員
を
選
任


